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口
腔
底
炎
は
下

顎
前
歯
の
内
側
と

舌
の
間
が
腫
れ
あ

が
り
、
舌
が
上
下

に
二
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
二
重
舌
と

よ
ば
れ
る
症
状
を
呈
す
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
部
位
は
組
織
が

空
疎
で
バ
リ
ア
ー
と
な
る
骨
も

な
い
こ
と
か
ら
小
さ
な
筋
肉
の

隙
間
を
ぬ
っ
て
炎
症
は
容
易
に

頸
部
、
胸
部
に
波
及
し
て
重
症

化
し
や
す
い
。
炎
症
の
拡
大
を

防
ぐ
に
は
早
期
に
切
開
し
て
膿

を
出
し
、
抗
菌
剤
を
投
与
す
る

こ
と
が
肝
要
だ
▼
一
般
的
に
二

つ
の
舌
を
使
い
分
け
る
二
枚
舌

人
間
は
信
用
さ
れ
な
い
。
こ
の

国
の
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
核
廃
絶
を
唱
え
る
姿

と
は
裏
腹
に
、
国
連
の
核
禁
止

条
約
の
交
渉
開
始
決
議
に
反
対

し
、
核
保
有
国
に
す
り
寄
る
姿

勢
を
明
確
に
し
た
。
１
２
３
カ

国
が
賛
成
す
る
中
、
広
島
選
出

の
外
務
大
臣
が
反
対
理
由
を
弁

明
す
る
構
図
も
異
様
だ
▼
今
回

の
決
議
に
あ
た
っ
て
は
同
盟
国

な
ど
に
対
し
て
反
対
追
従
を
求

め
る
米
国
の
圧
力
が
あ
っ
た
。

米
大
統
領
の
広
島
訪
問
時
の
言

葉
は
ま
さ
に
二
枚
舌
、
そ
の
時

の
日
本
の
首
相
の
演
説
を
思
い

返
す
と
こ
ち
ら
も
顔
が
紅
く
な

る
ほ
ど
の
二
枚
舌
だ
▼
「
国
民

の
安
全
を
守
る
」
が
口
癖
の
首

相
は
、
憲
法
違
反
の
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
し
Ｐ
Ｋ
Ｏ
駆
け
つ

け
警
護
で
自
衛
隊
員
の
生
命
を

危
険
に
さ
ら
す
。「
国
民
に
向

け
丁
寧
な
説
明
」
も
首
相
の
常

套
句
だ
が
、
こ
れ
も
丁
寧
な
説

明
が
な
い
ま
ま
に
強
行
採
決
が

繰
り
返
さ
れ
る
▼
炎
症
が
生
体

の
防
御
反
応
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
身
の
体
を
危
機
に

追
い
込
ん
で
い
く
と
い
う
二
枚

舌
性
を
持
つ
よ
う
に
、
わ
が
国

の
二
枚
舌
も
ま
た
、
早
く
切
っ

て
膿
を
出
さ
な
い
と
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
全
身
症
状
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。 

（
九
）

今 　号　の　記　事今 　号　の　記　事

歯科定例研究会より
摂食嚥下障害の評価と訓練の実際㊦

研
面
究

県地域医療構想に協会の意見反映 ２面

政策研究会講演録　慶應義塾大学　井出英策教授 ６・７面

８面

日々の医療における創意・工夫が報告された分科会

医・歯・薬交流企画でパネリストを務める　　　　
（右から）八木秀満先生、足立了平先生、森本愛先生

第25回日常診療経験交流会

11月17日　歯科衛生士として被災地支援をして（仮）
11月24日　口からみた貧困と格差
12月１日　糖尿病と新たな合併症～癌と認知症

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

　

職
種
を
越
え
て
日
常
診
療
で
の
創
意
・
工
夫
を
持
ち
よ
り
、
日
々
の
診
療
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
よ
う
―
―
。
協
会
は
10
月
30
日
、
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
第
25
回
を
迎
え
た
今
年
は
「
人
生
を
豊
か
に
す
る
医
療
へ
〜
ま
な
び
、
気
づ
き
、
そ
し
て
踏

み
出
す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
２
０
８
人
、
プ
レ

企
画
を
含
め
の
べ
５
２
６
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は
分
科
会
や
医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画

等
を
通
じ
、
第
一
線
の
診
療
に
お
け
る
経
験
や
研
究
内
容
を
発
表
し
あ
い
、
交
流
を
深
め
た
。

 

（
次
号
に
参
加
記
を
掲
載
予
定
）

処
置
」「
診
療
所

の
Ｉ
Ｔ
化
」「
当

施
設
で
の
看
取
り

の
実
際
」
な
ど
、

29
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
日
常
診
療
に
お

け
る
気
付
き
や
工

夫
を
発
表
し
、
他

職
種
と
活
発
に
意

見
交
換
や
情
報
交

換
を
行
っ
た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
と

医
歯
薬
連
携
」
と

題
し
た
医
科
・
歯

科
・
薬
科
交
流
企

画
で
は
、
医
科
か

ら
八
木
秀
満
先
生

（
尼
崎
市
・
八
木

ク
リ
ニ
ッ
ク
）、

　

分
科
会
で
は
「
糖
尿
病
栄
養

指
導
」「
歯
科
訪
問
診
療
は
じ

め
の
一
歩
」「
鼻
出
血
の
応
急

歯
科
か
ら
足
立
了
平
先
生
（
神

戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

保
健
学
科
教
授
）、
薬
科
か
ら

森
本
愛
先
生
（
宝
塚
市
・
た
ん

ぽ
ぽ
薬
局
仁
川
店
）
が
報
告

し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

八
木
先
生
は
、「
フ
レ
イ

ル
」
は
筋
力
や
心
身
の
活
力
が

低
下
し
た
虚
弱
状
態
を
意
味

し
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
状
態
を
経

て
徐
々
に
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
紹
介
。
国
民
は
、
健
康

な
状
態
で
人
生
を
長
く
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
国
に

は
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と

で
医
療
・
介
護
費
を
抑
制
し
た

い
と
い
う
目
論
見
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
し
た
。

　

足
立
先
生
は
、
フ
レ
イ
ル
に

至
る
前
に
歯
周
病
や
歯
の
喪
失

か
ら
起
こ
る
咀
嚼
機
能
や
嚥
下

機
能
の
低
下
と
い
っ
た
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
口
腔
虚

弱
）」
が
生
じ
て
い
る
と
指

摘
。
口
腔
機
能
が
低
下
す
る
と

食
生
活
が
悪
化
し
、
フ
レ
イ
ル

に
つ
な
が
る
と
し
た
。
医
師
や

薬
剤
師
に
も
口
腔
管
理
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強

調
。
貧
困
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず

受
診
で
き
る
環
境
の
確
保
が
健

康
長
寿
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
・
患

者
窓
口
負
担
軽
減
を
引
き
続
き

求
め
て
い
こ
う
と
提
起
し
た
。

　

森
本
先
生
は
、
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め
に
経
腸
栄
養
剤

な
ど
の
医
薬
品
を
利
用
す
る
、

飲
み
や
す
い
薬
に
変
更
す
る
な

ど
薬
剤
の
適
切
な
選
択
を
す
る

と
と
も
に
、
薬
剤
師
と
し
て
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
併

用
）
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
重

要
と
指
摘
。
食
事
や
運
動
療
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
健
康
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
薬

剤
師
の
役
割
で
は
な
い
か
と
提

起
し
た
。

　

会
場
か
ら
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
の
改
善
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が

次
々
に
出
さ
れ
、
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

並
行
・
プ
レ
企
画
も

　

当
日
は
ほ
か
に
、
救
急
フ
ェ

ス
タ
・
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
や
、
会

員
の
絵
画
・
写
真
・
陶
芸
作
品

な
ど
が
出
品
さ
れ
た
「
あ
な
た

と
私
の
展
示
会
」、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新
聞
展

示
、
薬
科
部
企
画
、
東
北
被
災

地
物
産
展
、
県
下
の
特
産
品
抽

選
会
な
ど
が
並
行
し
て
開
催
さ

れ
、
好
評
を
得
た
。

　

会
場
で
は
、
医
療
改
悪
案
の

撤
回
を
求
め
る
会
員
署
名
へ
の

協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
30
筆

が
集
ま
っ
た
。

　

ま
た
プ
レ
企
画
と
し
て
「
熊

本
震
災
か
ら
４
か
月
〜
被
災
地

の
医
療
―
生
活
の
課
題
」「
心

肺
蘇
生
法
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
＆
挿
管
）

実
技
講
習
会
」
な
ど
を
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
、
好

評
を
得
た
。

「
フ
レ
イ
ル
」テ
ー
マ
に

医
・
歯
・
薬
交
流
企
画

２
０
０
人
超
が
参
加

　

政
府
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
以
外
の
受
診
を
制
限
す

る
受
診
時
定
額
負
担
や
漢
方

薬
、
目
薬
、
胃
薬
な
ど
の
保

険
外
し
な
ど
、
患
者
負
担
増

の
具
体
化
を
本
格
的
に
進
め

て
い
る
。

　

協
会
は
こ
れ
ら
改
悪
案
の

具
体
化
の
中
止
を
求
め
る
会

員
署
名
（
左
）
に
取
り
組

み
、
８
１
８
筆
が
集
ま
っ
て

い
る
（
11
月
10
日
現
在
）。

　

一
言
欄
に
は
「
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
改
悪

め
の
手
段
以
外
の
な
に
も
の

で
も
な
い
」
な
ど
、
怒
り
の

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

集
ま
っ
た
署
名
は
11
月
17

日
に
行
う
中
央
要
請
行
動
で

国
会
や
関
係
省
庁
に
提
出
す

る
予
定
。

※
本
紙
に
署
名
用
紙
を
同
封

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の

方
は
ご
署
名
（
ゴ
ム
印
も

可
）
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
078
―

393
―
１
８
２
０
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
ま
た
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
署
名
い
た
だ

け
ま
す
。

医
療
改
悪
撤
回
を
求
め
る
ド
ク
タ
ー
署
名
ぞ
く
ぞ
く

本
紙
に
用
紙
を
同
封
・
ネ
ッ
ト
署
名
も
実
施
中
！

ま
だ
の
方
は
今
す
ぐ
ご
返
信
を

ま
だ
の
方
は
今
す
ぐ
ご
返
信
を

第90回評議員会第90回評議員会（臨時（決算）総会・第39回共済制度委員会）（臨時（決算）総会・第39回共済制度委員会）

兵庫県保険医協会

11月20日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第90回評議員会　　・14時30分～　臨時（決算）総会
・14時50分～　第39回共済制度委員会
「アベノミクスと三井生命の運用戦略」
 三井生命保険（株）執行役員　運用統括部長　松多　洋一郎氏

・16時00分～ 特別講演
「患者負担増は国民も財政も疲弊させる」

 埼玉大学准教授　高端　正幸氏
【たかはし　まさゆき】1974年生。2002年東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取
得退学。東京市政調査会（現後藤・安田記念東京都市研究所）研究員などを経て、現
在、埼玉大学准教授。主な著書に「希望の構想」（共著、岩波書店、2006年）、「公私分
担と公共政策」（共著、日本経済評論社、2008年）など

は
、
患
者

の
重
症
化

を
招
き
、

か
え
っ
て

医
療
費
の

増
加
に
つ

な
が
る
」

「
医
療
費

抑
制
の
た
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県「
病
床
削
減
を
先
行
さ
せ
な
い
」

県「
病
床
削
減
を
先
行
さ
せ
な
い
」

２０１６年(平成２８年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８３０号 （２）

中
野　

宗
一
先
生

尼
崎
市　

小
児
科
・
内
科

10
月
27
日　

享
年
85
歳

表　兵庫県地域医療構想（案）に対する協会の意見と県の対応

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

　

２
０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
な
ど
を
推
計
す
る
「
兵
庫
県
地

域
医
療
構
想
（
案
）」
に
つ
い
て
、
県
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
、
協
会
が
、
推
計
方
法
の
問
題
点
や
地
域
医
療

の
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
意

見
の
一
部
が
反
映
さ
れ
た
。
詳
細
を
紹
介
す
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

県
が
今
年
６
月
30
日
か
ら
７
月

22
日
に
実
施
し
た
も
の
で
、
35

の
団
体
や
個
人
か
ら
１
０
４
件

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の

う
ち
、
10
件
は
協
会
の
意
見
と

な
っ
て
い
る
。

　

協
会
が
提
出
し
た
意
見
の
う

ち
、
５
件
に
つ
い
て
は
「
ご
意

見
を
反
映
し
ま
す
」「
ご
意
見

を
受
け
修
正
し
ま
す
」
と
さ

れ
、
１
件
が
「
今
後
の
課

題
」、
１
件
が
「
そ
の
他
」
と

さ
れ
た
。
そ
の
他
の
意
見
に
つ

い
て
は
、「
本
文
の
趣
旨
に
一

致
」
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
県

は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
考
え
方
」
を

寄
せ
て
い
る
（
表
）。

推
計
方
法「
更
新
を
検
討
」

推
計
方
法「
更
新
を
検
討
」

　

２
０
２
５
年
の
機
能
別
病
床

必
要
数
の
も
と
と
な
る
、
厚
労

省
に
よ
る
推
計
方
法
の
根
拠
が

薄
弱
で
あ
る
と
の
協
会
の
意
見

に
対
し
、
県
は
「
今
後
、
信
頼

に
足
る
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
れ

ば
、
更
新
を
検
討
す
る
」
と
回

答
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の
策

定
に
つ
い
て
、「
地
域
住
民
に

十
分
に
説
明
し
そ
の
理
解
を
得

る
、
住
民
、
医
療
関
係
者
の
意

見
を
尊
重
す
る
」
べ
き
で
あ
る

と
の
協
会
の
意
見
に
対
し
て

は
、「
ご
意
見
を
反
映
し
ま

す
」
と
し
て
、
地
域
医
療
構
想

に
「
県
民
・
関
係
団
体
等
へ
の

情
報
提
供
と
、
そ
の
知
見
の
集

約
」
を
追
記
す
る
と
し
て
い

る
。在

宅
の
充
実
な
し
に

在
宅
の
充
実
な
し
に

病
床
削
減
行
わ
な
い

病
床
削
減
行
わ
な
い

　

２
０
２
５
年
の
在
宅
需
要
に

つ
い
て
、「
圏
域
に
よ
っ
て
は

２
倍
近
い
在
宅
需
要
が
見
込
ま

れ
、
…
10
年
程
度
で
そ
う
し
た

医
療
提
供
体
制
を
確
実
に
整
備

で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
」
と

指
摘
し
た
こ
と
に
対
し
て
は

「
在
宅
医
療
の
充
実
は
、
病
床

の
機
能
の
分
化
・
連
携
の
前
提

と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
受

け
皿
と
し
て
の
在
宅
医
療
が
不

十
分
な
ま
ま
、
病
床
削
減
を
先

行
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
回
答

し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
護
施
設
の
整
備

が
不
十
分
な
地
域
や
、
在
宅
医

療
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
へ
き

地
な
ど
で
は
、
公
立
病
院
の
統

廃
合
や
病
床
削
減
を
行
わ
な
い

と
い
う
こ
と
を
明
言
し
た
も
の

で
、
今
後
地
域
の
病
院
や
病
床

を
守
る
上
で
非
常
に
重
要
な
見

解
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
医
療
需
要
は
数
年

後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
状
況
に

あ
り
、
現
状
よ
り
も
少
な
い
病

床
数
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
の
意
見

入
れ
構
想
を
修
正
し
た
こ
と
、

修
正
に
至
ら
な
か
っ
た
項
目
に

つ
い
て
も
協
会
の
意
見
に
そ
っ

た
「
考
え
方
」
を
県
か
ら
引
き

出
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
協
会
は
、
県
の
地
域

医
療
構
想
策
定
を
注
視
し
な
が

ら
、
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
も

地
元
の
会
員
や
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
、
運
動
を
さ
ら

に
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
協
会

以
外
の
意
見
な
ど
、
詳
細
は
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
る
（https://w

eb.pref.
h
y
o
g
o
.lg
.jp

/
k
f1
5
/

docum
ents/pbcm

.pdf

）。

に
対
し
て
「
ご
意
見
を
反
映
し

ま
す
」
と
し
、「
不
足
と
見
込

ま
れ
る
機
能
の
病
床
に
つ
い
て

は
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

と
構
想
に
追
記
す
る
と
し
た
。

阪
神
北
の
小
児
救
急

阪
神
北
の
小
児
救
急

「
今
後
の
課
題
」

「
今
後
の
課
題
」

　

地
元
の
会
員
か
ら
の
具
体
的

な
声
を
反
映
し
た
「
阪
神
北
医

療
圏
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
１
年
間
に
時
間
外
の

小
児
２
次
救
急
は
78
・
３
％
が

他
の
圏
域
の
病
院
に
頼
っ
て
お

り
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
と
は
と
て
も
言
え
な
い
」

と
い
う
協
会
の
意
見
に
つ
い
て

は
、「
今
後
の
課
題
」
と
し

て
、「
保
険
医
療
計
画
本
体
の

次
期
改
定
に
お
い
て
検
討
す

る
」
と
の
回
答
を
得
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
部
で
は
あ
る

し
、
不
十
分
で
は
あ
る
も
の

の
、
県
が
協
会
の
意
見
を
取
り

地域医療構想

協
会
の
意
見
受
け

協
会
の
意
見
受
け

◇
出
席
者　

22
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
社
会
保
障

審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
、
要

介
護
１
、
２
の
人
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
保
険
外
し
を
先
送

り
す
る
案
を
提
示
し
た
。
一

方
、
同
医
療
保
険
部
会
に
対
し

て
は
、
一
般
病
床
入
院
患
者
の

光
熱
水
費
や
水
道
代
と
い
っ
た

居
住
費
を
１
日
３
２
０
円
か
ら

３
７
０
円
へ
引
き
上
げ
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
会
員

（
ド
ク
タ
ー
）
署
名
を
、
財
務

省
の
新
提
案
な
ど
情
勢
に
あ
わ

せ
た
も
の
に
変
更
し
て
実
施
す

る
こ
と
、
②
保
団
連
中
央
要
請

行
動
を
10
／
20
に
行
っ
た
こ

と
、
③
大
型
宣
伝
企
画
の
具
体

化
と
し
て
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
の
案
内
を
送
付
し
た
こ

と
、
④
ラ
ジ
オ
関
西
「
寺
谷
一

紀
と　

い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ

う
！
」
の
コ
ー
ナ
ー
「
聴
く
医

療　

医
療
知
ろ
う
！
」
に
出
演

す
る
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

第
31
回
保

団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
（
10
／

９
・
10
）、
医
師
・
歯
科
医
師

・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
６
５
１

人
、
兵
庫
か
ら
分
科
会
演
題
発

表
者
を
含
む
21
人
が
参
加
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間　

会
員
拡
大

で
は
役
員
が
事
務
局
と
同
行
し

て
積
極
的
に
未
入
会
訪
問
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、
共
済
普
及
で

は
後
半
期
目
標
と
到
達
状
況
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
庶
務
部　

諸
細
則
の
新
設
・

改
正
案
を
理
事
会
構
成
役
員
に

郵
送
し
、
意
見
を
規
約
改
正
検

討
委
員
会
で
精
査
・
検
討
し
、

顧
問
弁
護
士
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
た
上
で
、
次
回
理
事
会
に
諮

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
10
月
22
日
理
事
会
よ
り
）

協会の意見 対応・県の考え方
「2025年の医療需要と病床の必要量」の高度急性
期、急性期、回復期の推計方法は、現状の入院受
療率を2025年の人口推計に当てはめただけのもの
で、現在入院が必要な人はすべて入院していると
いう「前提」に立っている。慢性期では、療養病
床の入院患者のうち最も症状が軽いとされる患者
の70％を在宅にするとしているが、70％という数
値に根拠はない。

【本文の趣旨に一致】（31頁）
数値については、今後、信頼に足るデータが
得られれば更新を検討します。

慢性期あるいは在宅医療に関して、「地域完結型医
療」の是非を含め、地域の現状に沿った実現性の
高いきめ細やかな方策が必要である。

【ご意見を反映します】（38頁）
「全体の方向性」に「患者・家族の意思を尊
重しつつ、在宅医療が可能となるよう、ま
た、」を追記します。

医療需要は数年後にピークを迎える状況にあり、
現状よりも少ない病床数で対応が可能であるとは
考えられない。

【ご意見を反映します】（31頁、概要版６）
「留意事項」に「不足と見込まれる機能の病
床については充実を図る必要がある。」と追記
します。（概要版６も同様）また、「留意事項
　５」にあるとおり、過剰になると見込まれ
る機能の病床については、不足する機能への
転換を支援します。

地域の医療従事者の感覚と合致しない構想の実現
は極めて難しいといわざるを得ない。「自主的な取
り組み」による目標達成のためには、医療機関の
公私を問わず、規制的手法ではなく、地域住民と
医療関係者の理解と同意が不可欠である。

【ご意見を反映します】（５頁、33頁、概要版
８）
（５頁）「各圏域において協議の場を設け、」
と追記します。（33頁）施策の「基本的な考え
方」に「県民・関係団体等への情報提供と、
その知見の集約」を追記します。（概要版８も
同様）

脳卒中や心筋梗塞の急性期医療を担う医療機関か
ら自動車30分圏に含まれない地域の人口が60％以
上に上る圏域もある。これらの圏域では、高度急
性期病床と急性期病床を分散して配置することが
欠かせないと思われるが、盛り込まれているの
は、いくつかの医療機関の統合計画である。

【ご意見を受け修正します】（91頁～）
巻末資料編の「搬送30分圏」に、「ドクターヘ
リ等の運用を加味すれば、県下全地域で、30
分以内の医療開始が可能である」旨を加筆し
ます。同図に「未カバー」とあるのを、「自動
車30分圏未カバー」に改めます。なお、36頁
に記載のとおり、３次医療を提供する病院の
医療機能の充実と２次医療を担う病院との機
能分担と連携促進、ドクターヘリの活用を含
む消防と医療機関等との連携による救急搬送
体制の確保・充実により、脳卒中や急性心筋
梗塞等の急性期医療提供体制の充実に取り組
むこととしています。

阪神北医療圏においては、「平成26年４月から１年
間に時間外の小児２次救急は78・３％が他の圏域
の病院に頼っており、安心して子育てできる環境
とはとても言えない」との声が上がっている。
2025年の医療需要に合わせて、地域医療構想を策
定するのであれば、現状のこうした課題を克服す
るべく医療提供体制の整備を盛り込むべきである。

【今後の課題】
保健医療計画本体の次期改定において検討し
ていきます。

圏域によっては２倍近い在宅需要が見込まれ、…
10年程度でそうした医療提供体制を確実に整備で
きるのか疑問である。病院の病床を減らした上
で、在宅医療供給を抜本的に増やすことには無理
があるのではないか。

【本文の趣旨に一致】（33頁）
在宅医療の充実は、病床の分化・連携の前提
として位置づけており、受け皿としての在宅
医療が不十分なまま、病床削減を先行するこ
とはありません。

構想と地域包括ケアシステムの成否は、受け皿で
ある在宅医療にかかっている。在宅医療の具体的
な充実策が不足のままでは、高齢者は医療と住ま
いの両方を失い、いわゆる「難民」を生じさせか
ねない。

「兵庫県地域医療構想（案）」における具体的な施
策は県の養成医師の拡大などにとどまっており、
県として医師不足の解消のために、医師数拡大を
国に求めるべきである。総合診療専門医養成プロ
グラムの作成」が挙げられているが、現在、いわ
ゆる「新専門医制度」の整備は進んでいないこと
にも留意すべきである。

【その他】
従来から、国は医学部定員の拡大・地域枠の
創設等に、県も養成医師の拡大に取り組んで
おり、医師数は増加が見込まれます。新専門
医制度の開始時期は平成30年まで延期されま
したが、養成プログラムへの支援等を国に提
案しています。

県においては、①地域住民の本当の医療ニーズを
ていねいに汲みとる、②地域住民に十分に説明し
その理解を得る、③住民、医療従事者の意見を尊
重する、④地域医療構想推進委員会において適切
な合意を得る、その上で、地域医療構想を策定す
るべきである。

【ご意見を反映します】（33頁、概要版８）
施策の「基本的な考え方」に「県民・関係団
体等への情報提供と、その知見の集約」を追
記します。（概要版８も同様）

※ 兵庫県地域医療構想「提出された意見の概要とこれに対する考え方」より作成。
　頁は県地域医療構想（案）の該当ページ

共済の今日と未来を考える兵庫懇話会 －結成９周年第10回総会講演会－

TPP協定と私たちの暮らしTPP協定と私たちの暮らし
－各国の批准状況と日本の〈現在〉－－各国の批准状況と日本の〈現在〉－

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　12月10日（土）17時～　　　会　場　協会５階会議室
講　師　アジア太平洋資料センター（PARC）共同代表　内田　聖子氏

　TPPで私たちの暮らしはどう変わるのでしょうか？　各国の批准状況は
どうなっているのでしょうか？　TPP等自由貿易・投資協定のウォッチや
調査、政府や国際機関への提言活動を行っている内田氏に分かりやすくお
話いただきます。ぜひご参加ください。
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行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

〈医科〉〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー勤務医のための開業特別セミナー
日　時　11月26日（土）14時～17時30分
会　場　兵庫県農業会館10階101号室　　参加費　2,000円（会員）6,000円（会員外）

　保険診療の仕組みから、点数計算、レセプトの書き方など保険請求の基
礎を学ぶ２日間の講習です。

第２部「私の開業体験」
講　師　中島 敏雄 先生
　　　　（西宮市・中島クリニック院長）

第１部 「事例から学ぶ開業準備のポイント」
㈱日本医業総研　　　山下 明宏 氏

　　　 「開業資金の作り方と開業後の収支」
税理士法人日本経営　小松 裕介 氏

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1803　研究部まで

初心者のための保険請求事務講習会初心者のための保険請求事務講習会

神戸会場　11月26日（土）・27日（日）定員90人　　保険医協会会議室
姫路会場　12月３日（土）・４日（日）定員60人　姫路市勤労市民会館
プログラム〈１日目〉15時～18時
　　　　　※保険診療とは、窓口業務、点数の解説、薬剤料の計算など
　　　　　〈２日目〉10時～15時
　　　　　※診療報酬請求の実務、レセプト作成実習と解説
参加費　8,000円（テキスト・資料代、2日目の昼食代含む）

〈歯科〉初級歯科助手講座
日　時　11月27日（日） 10時～17時
会　場　兵庫県農業会館10F会議室
内　容　「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」
　　　　「院内感染対策の基礎知識」
　　　　「医療保障の種類と受付業務・レセプトの流れ等」
　　　　「患者接遇とコミュニケーション
 －電話対応等の実技演習付－」
参加費　6,000円（テキスト・資料・昼食代含む）　定　員　80人

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1809　歯科部会まで

まだ協会にお入りでない先生へ
ご入会、保険医協会のご利用に
関するお問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上
ご参加
ください

医院経営研究会医院経営研究会日常診療にすぐ役立つ日常診療にすぐ役立つ
　　診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　12月17日（土）14時30分～17時
講　師　坂本 麻生 税理士
会　場　保険医協会会議室
参加費　3,000円
　　　　（医院経営研究会員は無料）

日　時　2017年１月28日（土）17時～
会　場　保険医協会会議室
講　師　 総合病院国保旭中央病院　副院長　
　　　　総合診療内科部長　臨床教育センター長
 塩尻 俊明 先生
参加費　 無料

〈12月例会〉
医療法人の運営と税務の留意点「手軽に取れる神経診察」

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1817　税務経営部まで

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1803　研究部まで

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイントなどを紹介します。
具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将来をお考えの先生もお気軽にご参加ください。
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文化部ワインセミナー文化部ワインセミナー

文
化
部
特
別
企
画

文
化
部
特
別
企
画

感 想 文

ち
ょ
っ
ぴ
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

楽
し
く
な
り
ま
し
た

BEAMSの髙見氏（右）のアドバ
イスを受け、試着する筆者 　　

ソムリエの渡邉氏（後列右）のレクチャーを
聞きながらワインを味わう（右４人目が筆者）

大切な人と…
　サンテ（乾杯）！

　

文
化
部
は
10
月
23
日
、
特
別

企
画
「
秋
冬
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
楽
し
む　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＆
Ｈ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
６
」
を

協
会
会
議
室
で
開
催
。
㈱
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｓ
２
部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
の
髙
見
京
三
氏
、
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｓ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
増

田
雷
三
氏
を
講
師
に
、
会
員
や

家
族
ら
23
人
が
参
加
し
た
。
伊

賀
文
彦
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
催

し
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

で
、
場
違
い
に
な
ら
な
い
か
と

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た

が
、
見
渡
し
て
み
る
と
私
と
同

じ
く
こ
れ
か
ら
お
し
ゃ
れ
に
な

ろ
う
と
い
う
方
も
い
て
、
緊
張

が
解
け
ま
し
た
。

　

講
師
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
疎

い
私
で
も
知
っ
て
い
る
「
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｓ
」
の
髙
見
さ
ん

と
増
田
さ
ん
で
、
さ
す

が
に
お
し
ゃ
れ
な
出
で

立
ち
で
し
た
。

　

私
も
そ
ん
な
風
に
な

れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
つ
つ
、
増
田
さ
ん
か

こ
と
で
、
今
年
は
ク
ラ
シ
カ
ル

な
イ
ギ
リ
ス
風
で
は
あ
る
が
フ

ォ
ル
ム
は
イ
タ
リ
ア
風
の
柔
ら

か
い
感
じ
が
イ
チ
押
し
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
千
鳥
格
子
な
ど
の
柄

や
ジ
レ
（
ベ
ス
ト
の
こ
と
で
す

が
今
は
そ
う
呼
ぶ
そ
う
で
す
）

も
人
気
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
た
後
は
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
コ
ー
ト
や
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
を
参
加
者
み
ん
な

で
試
着
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

試
着
し
て
鏡
の
前
に
行
く
と

あ
ら
不
思
議
、
み
ん
な
男
前
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
自
分

の
姿
を
鏡
で
見
て
〝
お
っ
、
い

け
て
る
？
〞
と
思
わ
ず
ほ
ほ
が

緩
み
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
少
し
お
し
ゃ
れ
し
て

み
よ
う
か
な
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

【
東
灘
区　

伊
賀　

文
彦
】

　

文
化
部
は
10
月
15
日
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
神
戸
で
文
化

部
特
別
企
画
②
と
し
て
、「
フ

ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
を
識
る
」
を
開

催
。
㈳
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
認

定
ソ
ム
リ
エ
、
㈱
Ｔ
＆
Ｃ
サ
ー

ビ
ス
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
渡

邉
圭
一
氏
を
講
師
に
、
会
員
、

家
族
ら
41
人
が
参
加
し
た
。
真

殿
美
樹
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

９
月
に
長
患
い
の
末
に
父
が

亡
く
な
り
、
鬱
々
と
し
た
日
を

過
ご
し
て
い
た
折
、
チ
ラ
シ
の

「
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
を
識
る
」

と
い
う
言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。

　

気
持
ち
が
晴
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
を
狙
っ

た
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
企
画
が
舞
い
降
り
て
き
た

と
感
じ
、
３
人
の
娘
た
ち
を
誘

っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
皆
「
行
き

た
い
」
と
即
答
し
た
の
で
、
彼

女
た
ち
も
自
分
と
同
じ
思
い
を

抱
え
て
い
た
の
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

　

時
々
コ
ン
ビ
ニ
で
安
価
な
甘

口
の
ワ
イ
ン
を
購
入
す
る
く
ら

い
で
ワ
イ
ン
に
関
し
て
は
全
く

の
素
人
で
し
た
が
、
チ
ラ
シ
の

「
初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
背
中
を
押
さ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
、

簡
潔
に
地
方
別
の
ワ
イ
ン
の
特

徴
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
に
忙
し

く
、
折
角
の
貴
重
な
お
話
を
、

だ
い
ぶ
聞
き
逃
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
少
し
賢
く
な
っ
た
気

が
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
好
ん

で
飲
ん
で
い
た
甘
口
の
ワ
イ
ン

よ
り
辛
口
の
ワ
イ
ン
の
方
が
美

味
し
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
ば
か
り
の
デ
ィ
ナ
ー

が
終
了
し
て
か
ら
、
実
家
の
母

へ
贈
る
ワ
イ
ン
を
数
本
注
文
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

保
険
医
協
会
文
化
部
の
皆

様
、
心
躍
る
企
画
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
母
か
ら
「
ワ
イ
ン
が

届
い
た
の
で
今
か
ら
飲
ん
で
み

る
わ
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
母

と
、
亡
き
父
に
サ
ン
テ
（
乾

杯
）
！

 

【
中
央
区　

真
殿　

美
樹
】

れ
、
妹
も
誘
っ
て
総

勢
５
人
で
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

20
種
類
の
プ
レ
ミ

ア
ム
ワ
イ
ン
の
試
飲

会
の
後
、
講
師
の
渡

邉
圭
一
氏
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
拝
聴
し
な
が

ら
の
デ
ィ
ナ
ー
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

「
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ

ン
を
識
る
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
地
理
と
地

方
毎
の
土
壌
や
気
候

に
つ
い
て
識
る
と
こ

感
想
文

歯科保険請求
84

〈歯科治療総合医療管理料（Ⅱ）〉
１日につき45点 〈施設基準要届出〉
Ｑ１　高血圧患者へのリベース時に、必
要があってモニタリングし、医管（Ⅱ）
を請求したが査定された。対象などの要
件を確認したい。
Ａ１　高血圧性疾患、虚血性心疾患、不
整脈、心不全または脳血管疾患がある患
者（医科からの情報提供は不要）に対し
て、歯科治療時における患者の全身状態
の変化等を把握するため、患者の血圧、

脈拍、経皮的酸素飽和度を経時的に監視
し、必要な医療管理を行った場合に算定
します。
　対象は、処置（外科後処置、創傷処
置、歯周疾患処置、歯周基本治療処置を
除く）、手術、歯冠形成、う蝕歯即時充
填形成、う蝕歯インレー修復形成、支台
築造、支台築造印象、印象採得（全身麻
酔下で行うものを除く）に限られていま
す。
※協会は厚労省に対し対象拡大を要求し
ます。ぜひ声をお寄せください。

【診療録】
１、診療録は保険請求の根拠であること
を認識し、必要な事項の記載を十分に行
うこと。
２、実際に診療を担当した保険医が、診
療の都度、遅滞なく的確に記載するこ
と。
３、診療を行った保険医が必ず記載内容
を確認し、署名または記名押印を行うこ
と。
４、診療録第１面の記載内容に不備が認
められたので、必要な事項を適切に記載
すること。
①部位、傷病名、開始年月日、終了年月
日、転帰（治癒、中止など）、主訴（患
者の言葉で記載してください）、口腔内
所見の記載がなかった。
②傷病名にＰ、Ｃ、Pul、Perのレセプト
略称を使用していた（⇒P１、P２、C３急
化Pulなど鑑別診断したカルテ病名を記
載してください）。

５、診療録第２面の記載内容に不備が認
められたので、必要な事項を適切に記載
すること。
①症状、所見、検査結果（電気的根管長
測定検査、細菌簡易培養検査、歯周病検
査、平行測定、顎運動関連検査）、画像
診断所見、医学管理等の内容、投薬内
容、診療方針（訪問診療計画）、診療内
容、診療月日、部位、点数または負担金
徴収額について記載不備が認められた。
②使用材料名または使用薬剤名を記載し
ていない例が認められた。
③不適切な記載が認められたので改める
こと。
　診療録の欄外へ記載、判読困難な記
載、独自の略称使用（○再など）、旧略称
を使用（FCKなど）、実際の診療手順と
異なる記載をしていた。

（協会で斜体部分を追記し、一部太字に
変更しています）

◆『平成27年度個別指導（歯科）における主な指摘事項』
 近畿厚生局HPより抜粋①◆

借り換えも可能！借り換えも可能！

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2017年
３月末までの申込受付分
について、通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817　融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2016年11月１日現在

特別金利キャンペーン好評実施中！特別金利キャンペーン好評実施中！

グッズのご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

景品付きクイズチラシ実施中！

待合室でクイズに答えると兵庫県グルメが当たる

協会共済部☎078‒393‒1805

年末･年始に保険医年金で
資金調達される方へ 　　

　

年
末
年
始
に
、
保
険
医
年
金

の
融
資
や
解
約
一
時
金
を
ご
利

用
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 解

約
一
時
金

　

年
内
に
解
約
一
時
金
が
必
要

な
場
合
は
、
書
類
を
12
月
15
日

（
木
）
必
着
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
末
と
年
始
の
２

回
に
分
け
て
解
約
さ
れ
る
と
税

対
策
上
有
利
で
す
。

年
金
融
資

●

年
末
に
資
金
が
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
20
日（
火
）

実
行
日　

12
月
30
日（
金
）

●

年
始
に
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
20
日（
火
）

実
行
日　

１
月
６
日（
金
）

「日本の医師数は多いの？少ないの？」「日本の医師数は多いの？少ないの？」

ら
ま
ず
今
年
の
傾
向
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
先
端
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
で
流

行
っ
た
も
の
が
半
年
遅
れ
ぐ
ら

い
で
日
本
に
入
っ
て
く
る
と
の
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成
長
依
存
で
は
な
い

社
会
を
め
ざ
す
べ
き

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
は
皆
分
か
っ
て
い

る
。
最
も
大
き
な
問
題
は
、
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
国
民
が
支
持

し
て
い
る
こ
と
だ
。
成
長
に
依

存
し
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

社
会
で
は
、
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
と
思
う
人
を
信
じ
る
以
外
に

道
は
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

だ
か
ら
、「
脱
成
長
」
論
と

も
異
な
る
、
成
長
に
依
存
し
な

く
て
も
よ
い
社
会
の
姿
を
対
抗

軸
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
政

治
が
大
事
で
、
そ
れ
こ
そ
が
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
一
番
の

批
判
に
な
る
。

財
政
赤
字
の
要
因
は

社
会
保
障
で
は
な
く
税
収

　

日
本
政
府
の
債
務
残
高
は
非

常
に
大
き
い
。

　

「
支
出
を
こ
れ
以
上
増
や
す

と
、
財
政
赤
字
が
増
え
て
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
し
て

い
る
人
は
多
い
が
、
統
計
的
に

見
る
と
政
府
の
財
政
支
出
の
規

模
と
債
務
残
高
に
は
関
係
が
な

い
（
図
１
）。

　

ま
た
、
統
計
的
に
は
労
働
者

の
中
に
占
め
る
公
務
員
の
割
合

　

協
会
が
６
月
４
日
に
開
催

し
た
政
策
研
究
会
「
日
本
の

財
政
改
革　

成
長
依
存
社
会

か
ら
の
脱
却
」（
講
師
：
慶

應
義
塾
大
学
経
済
学
部　

井

手
英
策
教
授
）
の
講
演
録
を

掲
載
す
る
。

と
債
務
残
高
と
は
関
係
が
な

い
。
因
果
関
係
は
な
い
が
、
日

本
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
イ
タ
リ
ア
な
ど
債
務
危
機
と

言
わ
れ
る
国
は
、
他
の
国
に
比

べ
て
む
し
ろ
公
務
員
は
少
な

い
。「
財
政
赤
字
を
減
ら
す
た

め
に
公
務
員
の
人
件
費
を
削

れ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
全

く
根
拠
の
な
い
意
見
だ
。

　

政
府
の
財
政
支
出
や
公
務
員

数
な
ど
を
見
る
と
、
日
本
は
相

対
的
に
小
さ
な
政
府
で
、
他
国

よ
り
無
駄
遣
い
は
少
な
い
。
ま

す
ま
す
小
さ
な
政
府
に
す
る
こ

と
で
、
本
当
に
世
界
最
高
の
借

金
を
返
せ
る
の
か
、
ま
じ
め
に

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

財
政
赤
字
の
決
定
的
要
因
は

二
つ
あ
る
。
税
収
と
公
共
事
業

だ
。
こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
が

大
き
く
削
ら
れ
、
90
年
代
後
半

以
降
、
財
政
を
規
定
し
て
い
る

の
は
税
収
で
あ
る
。「
財
政
赤

字
は
社
会
保
障
費
の
増
加
で
増

え
る
」
と
思
い
が
ち
だ
が
、
財

政
が
赤
字
か
黒
字
か
と
い
う
こ

と
に
社
会
保
障
が
寄
与
す
る
割

合
は
小
さ
く
、
本
当
に
大
き
い

の
は
税
収
だ
。
つ
ま
り
、
日
本

の
財
政
赤
字
は
、
税
収
が
足
り

な
い
こ
と
が
問
題
と
考
え
る
ほ

う
が
正
し
い
。

　

各
国
の
税
負
担
率
を
見
る

と
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
平
均
よ
り
も

低
い
。
平
均
ま
で
近
づ
け
る
の

に
必
要
な
お
金
は
約
20
兆
円

だ
。
社
会
保
険
料
の
負
担
率
を

足
し
て
も
、
さ
ら
に
消
費
税
を

12
％
に
ま
で
上
げ
な
け
れ
ば
平

均
に
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
「
財
政
支
出
の
何

が
無
駄
か
、
誰
が
無
駄
遣
い
を

し
て
い
る
か
」
ば
か
り
を
議
論

し
て
き
た
が
、
正
し
い
問
い
は

「
な
ぜ
日
本
で
は
、
増
税
が
で

き
な
い
の
か
」
だ
ろ
う
。

な
ぜ
日
本
で
は

増
税
で
き
な
い
の
か

　

「
格
差
是
正
は
政
府
の
責
任

で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
、「
政
府
の
責
任
だ
」「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
政
府
の
責
任

だ
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、

日
本
は
下
か
ら
６
番
目
だ
（
図

２
）。
ま
た
、「
貧
し
い
家
庭
の

学
生
に
経
済
的
援
助
を
与
え
る

こ
と
は
政
府
の
責
任
で
は
な

い
」
と
い
う
問
い
に
「
そ
う
思

う
」
と
答
え
る
日
本
人
の
割
合

は
非
常
に
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
格

差
に
関
心
の
な
い
社
会
を
つ
く

先
進
国
最
高
に
な
る
が
、
理
由

は
貯
蓄
し
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
「
成
長

神
話
」
な
の
だ
。
成
長
し
て
貯

蓄
し
て
い
か
な
い
と
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
け
な
い
社
会
を
、

私
た
ち
は
つ
く
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

世
帯
所
得
は
戦
後
ず
っ
と
増

え
つ
づ
け
て
き
た
が
、
97
〜
98

年
以
降
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
正
社
員
の
数
が
減

り
、
非
正
規
雇
用
の
数
が
増

え
、
今
で
は
労
働
者
の
４
割
が

非
正
規
雇
用
と
な
っ
た
。
人
件

費
の
総
額
は
90
年
代
半
ば
頃
で

頭
打
ち
に
な
り
、
以
後
横
ば
い

に
な
っ
た
。

　

一
方
、
98
年
を
底
に
、
企
業

の
経
常
利
益
は
上
が
っ
て
い

き
、
経
常
利
益
は
増
え
る
が
人

件
費
が
増
え
な
い
と
い
う
状
況

が
始
ま
っ
た
。

　

企
業
は
、
ず
っ
と
借
り
入
れ

超
過
だ
っ
た
が
、
97
〜
98
年
を

境
に
貯
蓄
超
過
に
な
っ
た
。
戦

後
初
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
企

業
は
借
り
入
れ
を
し
て
設
備
投

資
し
て
い
た
が
、
内
部
留
保
で

投
資
す
る
よ
う
に
な
り
、
投
資

の
た
め
の
資
金
を
手
元
に
残
す

た
め
に
人
件
費
を
削
っ
た
。
こ

の
時
期
を
境
に
家
計
部
門
の
貯

蓄
が
減
っ
て
き
た
。
企
業
が
人

件
費
を
削
っ
た
た
め
、
労
働
者

が
貯
蓄
で
き
な
く
な
っ
た
の

だ
。
日
本
は
「
勤
労
国
家
」
で

あ
り
な
が
ら
、
働
い
て
も
貯
蓄

が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

日
本
社
会
の
閉
塞
状
況
の
最
た

る
理
由
だ
。

　

今
一
番
、
右
傾
化
し
て
い
る

の
は
、
中
間
層
、
と
り
わ
け
ア

ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
だ
。
こ
の
層

は
、
年
金
こ
そ
も
ら
え
ど
も
、

将
来
に
対
し
て
非
常
に
強
い
不

安
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
は
私

の
言
葉
で
い
え
ば
「
袋
叩
き
の

　

私
は
こ
の
よ
う
に
社
会
が
社

会
た
り
得
る
価
値
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
「
分
断
社
会
」
と
い

う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

「
勤
労
国
家
」か
ら

「
袋
叩
き
の
政
治
」へ

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況

が
生
ま
れ
た
の
か
？

　

私
は
日
本
の
福
祉
国
家
の
こ

と
を
「
勤
労
国
家
」
と
言
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
勤
労
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
福
祉
国
家
だ
。

　

「
勤
労
」
と
い
う
言
葉
は
戦

争
中
に
定
着
し
た
。
戦
争
中
、

「
勤
労
動
員
」「
勤
労
奉
仕
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
多
く
の
人
び

と
が
大
変
な
目
に
あ
っ
た
の

で
、
普
通
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば

「
勤
労
」
と
い
う
言
葉
は
な
く

す
と
思
う
が
、
日
本
人
は
な
く

さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
憲
法
27

条
に
は
「
勤
労
の
義
務
」
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
こ
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
が
い
か
に
も
日
本
的
だ
。

　

戦
後
、「
勤
労
国
家
」
を
作

り
上
げ
た
の
は
池
田
勇
人
だ
。

彼
の
著
書
『
均
衡
財
政
』
に

「
私
た
ち
に
必
要
な
政
策
は
、

一
つ
は
勤
労
所
得
者
へ
の
（
所

得
税
）
減
税
、
も
う
一
つ
は
公

共
事
業
に
よ
る
勤
労
機
会
の
保

障
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
勤
労
し
た
立
派
な
民
に

は
税
を
還
そ
う
、
そ
し
て
社
会

保
障
は
贅
沢
す
ぎ
る
か
ら
公
共

事
業
で
仕
事
の
機
会
を
与
え
、

勤
労
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と

だ
。
勤
労
を
終
え
た
高
齢
者
は

立
派
な
の
で
報
償
が
必
要
で
、

そ
の
報
償
が
年
金
と
医
療
だ
。

だ
か
ら
日
本
の
社
会
保
障
は
年

金
と
医
療
が
か
な
り
の
部
分
を

占
め
て
い
る
。
一
方
、
現
役
世

代
は
自
分
で
働
い
て
何
と
か
し

ろ
、
そ
の
上
で
勤
労
で
き
な
い

人
た
ち
だ
け
は
救
済
し
て
や
る

と
い
う
形
の
福
祉
国
家
が
成
立

し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
の
貯
蓄
率
は

の
割
合
だ
。
こ
れ
を
見
る
と
、

日
本
は
下
か
ら
３
番
目
だ
。
日

本
は
先
進
国
の
中
で
は
一
番
人

を
信
頼
し
て
い
な
い
国
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
割
合
は
、
格
差
と
統
計

的
に
有
意
に
関
係
が
あ
り
、

「
信
頼
で
き
る
」
と
答
え
た
人

の
割
合
が
多
い
「
信
頼
社
会
」

は
格
差
が
小
さ
く
、「
信
頼
で

き
な
い
」
と
答
え
て
い
る
社
会

で
は
格
差
が
大
き
い
。
こ
れ
は

他
の
統
計
で
も
同
じ
だ
。

　

「
政
府
を
信
頼
し
ま
す
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
「
非

常
に
」
も
し
く
は
「
か
な
り
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
も
56
カ

国
中
42
位
だ
。
明
ら
か
に
政
府

も
信
じ
て
い
な
い
。

　

人
間
も
政
府
も
信
じ
て
い
な

い
社
会
を
私
た
ち
は
生
き
て
い

る
の
だ
。

　

人
間
を
信
じ
て
い
な
い
割
合

と
税
収
の
少
な
さ
に
は
、
き
れ

い
な
相
関
関
係
が
あ
る
（
図

４
）。
要
す
る
に
人
間
を
信
じ

な
い
社
会
は
税
が
取
れ
な
い
。

貧
し
い
人
を
信
じ
て
い
な
い
な

ら
ば
、「
そ
ん
な
奴
の
た
め
に

税
を
払
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
働
け
」
と
論
理
的
に
言
え

ば
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

「
人
間
は

信
頼
で
き

る
」
と
回

答
し
た
人

「
分
断
社
会
」日
本

　

別
の
統
計
で
は
、「
ど
れ
ぐ

ら
い
自
由
を
感
じ
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
へ
の
肯
定
的
な
答
え

は
58
カ
国
中
52
番
目
、
調
査
年

度
は
違
う
が
「
自
分
の
人
生
は

自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
か
」
と

い
う
問
い
で
は
60
カ
国
中
59
番

目
だ
。

　

愛
国
心
は
ど
う
か
。「
自
国

の
戦
争
の
た
め
に
喜
ん
で
戦
う

か
」
と
い
う
質
問
に
「
は
い
」

と
答
え
た
人
の
割
合
は
最
下
位

だ
。「
自
国
に
人
権
へ
の
敬
意

が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
で

は
、
52
カ
国
中
34
番
目
だ
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、

「
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
非
常

に
軽
く
聞
こ
え
る
。

　

私
た
ち
は
平
気
で
「
日
本
社

会
」「
日
本
国
民
」
と
言
う

が
、
人
間
が
集
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
は
「
社
会
」
や
「
国
民
」

と
は
言
わ
な
い
。
あ
る
一
つ
の

価
値
を
分
か
ち
合
っ
た
と
き
に

初
め
て
そ
の
集
団
は
社
会
、
国

民
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
平
等
や
自
由
、
愛

国
心
、
人
権
な
ど
、
人
類
が
と

き
に
は
血
を
流
し
勝
ち
取
っ
て

き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
私

た
ち
は
分
か
ち
合
お
う
と
は
し

て
い
な
い
。
こ
の
集
団
を
果
た

し
て
社
会
と
呼
ぶ
の
か
。

り
だ
し
て
い
る
。

　

根
底
に
あ
る
の
は
「
信
頼
」

と
い
う
問
題
だ
。
も
し
人
間
を

信
じ
て
い
な
い
な
ら
、
そ
の
人

を
助
け
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う

か
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
も

し
貧
し
い
人
を
信
じ
て
い
な
け

れ
ば
、「
あ
い
つ
ら
は
昼
間
か

ら
酒
を
飲
み
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を

す
る
に
ち
が
い
な
い
。
金
を
出

す
の
は
お
か
し
い
。
働
か
せ

図１　一般政府支出と公的債務残高の関係

出所：OECD（2013），Government at a Glance 2013, OECD Publishing,  Paris.
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図３　「人びとは信頼できる？注意深く振舞う？」
信頼できるという回答の割合　　　　

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

ろ
」
と
な
る
。

　

人
間
を
信
じ

て
い
な
け
れ

ば
、
政
治
家
の

こ
と
も
信
じ
な

い
だ
ろ
う
。
す

る
と
「
お
前
ら

無
駄
遣
い
を
し

て
い
る
。
増
税

の
前
に
無
駄
を

な
く
せ
」
と
言

う
。

　

類
推
で
き
る

の
は
、
日
本
人

は
人
に
対
す
る

信
頼
度
が
低
い

の
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
図
３
は

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
（
国

際
社
会
調
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
で
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政
治
」
だ
。「
既
得
権
者
」
を

次
々
に
暴
き
、
レ
ッ
テ
ル
貼
り

・
バ
ッ
シ
ン
グ
を
繰
り
返
す
。

「
地
方
の
公
共
事
業
は
無
駄

だ
」
と
都
市
の
住
民
は
怒
り
狂

い
、「
公
務
員
の
人
件
費
は
高

す
ぎ
る
」「
生
活
保
護
も
も
ら

い
す
ぎ
だ
」
と
叩
く
。「
医
療

費
も
高
す
ぎ
る
」
と
、
医
師
や

医
療
従
事
者
に
レ
ッ
テ
ル
を
貼

っ
て
叩
く
。
さ
ら
に
、
負
担
も

他
人
に
押
し
つ
け
る
。
昔
は

「
お
年
寄
り
は
大
事
に
し
な
さ

い
」
と
い
う
の
は
当
た
り
前
だ

っ
た
が
、
今
は
「
年
寄
り
に
税

を
か
け
る
こ
と
が
公
平
だ
」
と

い
う
。

　

人
に
負
担
を
押
し
つ
け
、
自

分
の
既
得
権
を
守
る
た
め
に
、

他
人
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
政
治

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
根
底
に

は
働
か
な
い
と
食
っ
て
い
け
な

い
社
会
、
働
い
て
も
働
い
て
も

食
え
な
い
状
況
が
あ
る
。

北
欧
諸
国
は
な
ぜ

格
差
が
小
さ
い
か
？

　

「
貧
し
い
人
を
助
け
る
」
と

聞
く
と
、
多
く
の
人
の
頭
に
浮

か
ぶ
の
は
、
貧
し
い
人
に
お
金

を
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
統
計
で
は
、

貧
し
い
人
に
だ
け
給
付
を
し
て

い
る
社
会
は
、
実
は
格
差
が
大

き
な
社
会
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
（
図
５
）。
自
分
た
ち
は
給

付
が
受
け
ら
れ
な
い
か
ら
中
間

（
６
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

高
齢
者
に
は
誰
も
が
な
る
。
誰

か
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い
こ

と
に
は
否
定
的
だ
が
、
自
分
も

含
め
た
み
ん
な
の
利
益
だ
っ
た

ら
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。
北
欧

諸
国
は
優
し
く
、
理
念
を
も
っ

た
す
ぐ
れ
た
人
が
い
て
、
貧
し

い
人
を
大
事
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
が
と
ん
で
も
な
い
。
実

は
、
む
し
ろ
利
に
聡
い
国
民
だ

っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
は
違
う
。
高

齢
者
や
失
業
者
も
、
た
だ
の
既

得
権
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。所

得
制
限
な
し
の

社
会
保
障
給
付
に

　

日
本
で
も
、「
今
の
給
付
水

準
を
維
持
で

き
る
な
ら
も

う
少
し
増
税

し
て
も
い

い
」
あ
る
い

は
、
命
で
は
な

く
生
活
の
保
障

を
す
る
。
住
民

に
と
っ
て
必
要

な
も
の
は
住
民

み
ん
な
で
負
担

し
あ
い
、
全
て

の
住
民
に
給
付

す
る
と
い
う
の

が
私
の
構
想

だ
。
地
方
レ
ベ

ル
で
は
貧
し
い

層
も
税
を
負
担

し
、
富
裕
層
も

給
付
を
受
け

る
。
そ
の
と
き

に
初
め
て
貧
し

層
や
富
裕
層
が
怒
り
、
そ
う
し

た
層
か
ら
税
が
と
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
分
配
す
る
お
金
が

な
く
、
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
の
だ
。

　

ま
た
、
給
付
が
貧
し
い
人
に

集
中
し
て
い
る
社
会
は
、
再
分

配
政
策
へ
の
支
持
率
が
低
い

（
図
６
）。
貧
し
い
人
に
給
付

が
集
中
し
て
い
る
国
は
、
多
く

の
人
が
格
差
是
正
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、

事
実
は
違
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

北
欧
諸
国
で
は
、
確
か
に
貧
し

い
人
に
給
付
が
集
中
し
て
い
る

が
、
再
分
配
に
対
す
る
支
持
は

決
し
て
高
く
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。

　

質
問
を
少
し
変
え
て
み
る
と

明
ら
か
に
な
る
。
北
欧
の
国
々

で
は
、「
高
齢
者
に
対
す
る
政

策
は
政
府
の
責
任
で
は
な
い
」

「
失
業
者
に
対
す
る
政
策
は
政

府
の
責
任
で
は
な
い
」
と
の
問

い
に
、「
政
府
の
責
任
で
あ

案
だ
。

　

私
た
ち
は
貧
し
い
人
を
助
け

よ
う
と
思
う
と
、
貧
し
い
人
だ

け
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
。
そ
れ
が
、「
所
得
制

限
」
だ
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
で
も
所
得
制
限
が
あ
る
自

治
体
は
多
い
。

　

し
か
し
、
全
員
に
給
付
し
て

も
格
差
は
解
消
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
図
７
の
よ
う

に
、
当
初
の
所
得
が
２
０
０
万

円
と
２
０
０
０
万
円
だ
っ
た
場

合
、
格
差
は
10
倍
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
に
20
％
ず
つ
課
税
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
税
引
き
後
所
得
は

１
６
０
万
円
と
１
６
０
０
万
円

に
な
る
。
格
差
は
ま
だ
10
倍

だ
。
税
収
４
４
０
万
円
の
う

ち
、
40
万
円
を
財
政
赤
字
の
穴

埋
め
に
使
う
と
し
、
残
り
の
４

０
０
万
円
を
所
得
で
区
別
せ
ず

に
一
律
２
０
０
万
円
分
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
給
付
す
る
。
す
る

と
、
所
得
２
０
０
万
円
だ
っ
た

人
は
所
得
３
６
０
万
円
に
、
２

０
０
０
万
円
だ
っ
た
人
は
１
８

０
０
万
円
と
な
り
、
格
差
は
５

倍
に
縮
ま
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
貧
し
い
人

も
納
税
者
に
な
り
、
富
裕
層
も

受
益
者
に
な
る
中
で
格
差
が
小

さ
く
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

消
費
税
は
逆
進
性
が
あ
る
か
ら

問
題
と
い
わ
れ
る
が
、
給
付
が

き
ち
ん
と
行
わ
れ
れ
ば
問
題
は

な
い
。

　

救
済
型
の
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
再
分
配
は
国
家
の
責
任

と
し
て
行
う
。
地
方
レ
ベ
ル
で

い
層
へ
の
寛
容
さ
が
育
ま
れ
て

い
き
、
そ
う
な
れ
ば
国
レ
ベ
ル

で
貧
困
層
に
集
中
し
た
対
策
を

行
お
う
と
い
う
合
意
が
整
う
。

　

し
か
し
、
誤
解
し
な
い
で
ほ

し
い
が
、
累
進
課
税
を
な
く
す

な
ど
と
は
ま
っ
た
く
思
っ
て
い

な
い
。
富
裕
層
に
高
い
税
率
の

税
を
か
け
、
財
産
を
多
く
持
っ

て
い
る
層
に
は
相
続
税
を
か
け

る
べ
き
だ
。
法
人
に
対
し
て
も

儲
か
っ
て
い
る
法
人
に
は
法
人

税
を
き
ち
ん
と
か
け
る
。
一
方

で
、
貧
し
い
人
に
貧
困
対
策
と

し
て
現
金
給
付
を
す
る
こ
と
も

問
題
は
な
い
。

「
品
位
あ
る
保
障
」を

　

私
の
モ
デ
ル
で
は
、
国
は
生

存
権
の
保
障
を
担
う
の
だ
か

ら
、
貧
困
層
に
対
し
て
現
金
給

付
を
し
、
財
源
は
累
進
的
な
税

で
行
う
が
、
現
在
の
よ
う
に

「
最
低
限
の
保
障
」
と
い
う
言

葉
は
絶
対
に
使
う
べ
き
で
は
な

い
。「
品
位
あ
る
保
障
」
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

し
な
い
と
保
守
層
が
「
最
低

限
」
と
い
う
言
葉
を
再
定
義

し
、
ど
ん
ど
ん
切
り
下
げ
て
い

く
。

　

地
方
レ
ベ
ル
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
全
住
民
に
提
供

す
る
。
そ
の
際
、
最
も
大
切
な

サ
ー
ビ
ス
は
幼
少
期
に
お
け
る

も
の
だ
。
ど
ん
な
家
に
生
ま

れ
、
ど
ん
な
才
能
を
持
っ
て
い

る
か
は
、
全
て
運
だ
。
運
で
自

分
の
一
生
が
決
ま
る
の
は
、

「
か
わ
い
そ
う
」
で
は
な
く

「
理
不
尽
」
だ
。
そ
の
「
理
不

尽
」
と
は
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
運
に
よ
っ
て
不
平
等
な

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
ば
、
そ
こ
を
徹
底
的
に

正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
上
で
、
人
々
に
は
競
争

の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
競

争
の
結
果
、
も
し
格
差
が
生
ま

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
許
容

で
き
る
格
差
で
は
な
い
か
。
た

だ
、
競
争
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
、

運
悪
く
失
敗
す
る
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
に
対
し
て
は
、

「
最
低
限
の
保
障
」
で
は
な

く
、「
品
位
あ
る
保
障
」
に
よ

っ
て
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
中
で
、
自
分
の

人
生
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
、
自
由
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

幼
少
期
に
お
け
る
社
会
保
障

の
充
実
、
特
に
就
学
前
教
育
の

無
償
化
は
、
結
果
的
に
経
済
も

成
長
さ
せ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｉ

Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
は
ジ
ニ
係
数

が
３
％
悪
化
す
る
と
、
つ
ま
り

貧
し
い
人
が
増
え
る
と
、
25
年

に
わ
た
っ
て
成
長
率
が
０
・
35

％
下
が
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
な

く
な
り
、
同
時
に
女
性
も
就
労

で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
子
ど

も
を
学
校
に
行
か
せ
て
教
育
水

準
を
高
め
る
と
と
も
に
、
才
能

あ
る
女
性
が
就
労
す
る
こ
と
で

経
済
は
成
長
す
る
。

社
会
保
障
に
使
わ
れ
な
い

消
費
税
増
税
分

　

２
０
１
４
年
に
消
費
税
を
５

％
か
ら
８
％
に
増
税
し
た
が
、

増
税
で
得
ら
れ
た
財
源
５
兆
円

の
う
ち
、
社
会
保
障
の
充
実
に

使
わ
れ
た
の
は
５
０
０
０
億
円

で
、
残
り
９
割
は
債
務
の
返
済

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
が
、
た
と
え

ば
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

て
得
ら
れ
る
財
源
の
せ
め
て
半

分
を
社
会
保
障
に
回
す
と
、
ま

ず
幼
稚
園
と
保
育
園
が
無
償
化

で
き
る
。
す
べ
て
の
大
学
の
学

費
も
無
料
化
で
き
る
。
介
護
保

険
の
１
割
負
担
も
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
が
消
費
税
２

・
５
％
増
税
と
い
う
言
葉
の
意

味
だ
。
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で

す
べ
て
た
だ
に
な
っ
て
、
介
護

の
利
用
料
も
た
だ
に
な
る
。
そ

れ
で
も
、
１
０
０
円
の
ジ
ュ
ー

ス
が
１
０
５
円
に
な
る
の
は
嫌

だ
と
言
う
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
政
府
は
、
３
％
も

消
費
税
を
引
き
上
げ
た
の
に
、

そ
の
９
割
を
債
務
の
返
済
に
使

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
に
受
益
感
が
な
い
。
こ

の
や
り
方
は
明
ら
か
に
間
違
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
後
10
％

に
消
費
税
を
引
き
上
げ
る
の
に

際
し
、
全
て
教
育
や
社
会
保
障

の
充
実
に
振
り
向
け
る
と
い
う

法
案
を
つ
く
っ
て
提
案
す
べ
き

だ
。

　

そ
ん
な
に
社
会
保
障
給
付
を

充
実
さ
せ
る
と
、
財
政
破
綻
す

る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
国
が
支
出
を
増
や
し

た
か
ら
と
言
っ
て
、
政
府
債
務

が
増
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
社
会
保
障
給

付
を
広
げ
て
い
け
ば
、
税
収
は

増
加
す
る
。

　

多
く
の
人
が
給
付
を
受
け
ら

れ
る
国
は
高
い
税
収
の
あ
る
国

で
、
一
部
の
人
し
か
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
国
は
税
収
が
少
な

い
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
因
果
関

係
で
は
な
い
の
で
、
税
収
が
多

い
か
ら
幅
広
い
給
付
が
で
き
、

税
収
が
少
な
い
か
ら
一
部
の
人

に
し
か
給
付
が
で
き
な
い
と
い

う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
反
論
は
歴

史
的
に
み
れ
ば
間
違
い
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
保
障

は
、
少
し
ず
つ
給
付
を
拡
大

し
、
少
し
ず
つ
増
税
を
行
う
と

い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
そ
の
結
果
が
豊

か
な
給
付
と
高
い
税
収
だ
。

　

日
本
は
社
会
保
障
給
付
を
拡

大
す
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
増

税
を
す
る
と
い
う
努
力
を
し
て

こ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
逆
で
、

給
付
を
縮
小
し
て
歳
出
を
削
っ

て
財
政
再
建
を
行
お
う
と
し
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
手
法
は

20
年
間
続
い
て
い
る
が
、
一
度

【いで　えいさく】1972年生。95年
東京大学経済学部卒、2000年同大学
院経済学研究科博士課程単位取得退
学、日本銀行金融研究所、東北学院
大学、横浜国立大学にて奉職後、09
年度より現職。2015年『経済の時代
の終焉』で大佛次郎論壇賞受賞

も
成
功
し
て
い
な
い
。
財
政
再

建
の
路
線
が
戦
略
的
に
違
っ
て

い
た
の
だ
。

人
間
の
尊
厳
守
る

相
利
共
生
社
会
を

　

究
極
的
に
は
、
生
活
保
護
を

な
く
し
た
い
。
生
活
保
護
は
受

け
る
人
に
と
っ
て
、
非
常
に
大

き
な
屈
辱
と
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
私
た
ち
は
生
活
保
護
受
給

者
を
「
助
け
て
や
っ
て
い
る
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

も
し
医
療
費
窓
口
負
担
が
な

く
な
れ
ば
、
医
療
扶
助
な
ど
不

要
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
で
生
活

保
護
費
の
４
割
が
な
く
な
る
。

介
護
や
教
育
も
無
償
化
し
て
い

け
ば
、
生
活
保
護
費
で
残
る
の

は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
食
事

を
す
る
お
金
、
生
活
費
だ
け
に

な
る
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
の
が
、
人

間
の
必
要
を
満
た
し
て
い
く

「
必
要
の
政
治
」
だ
。

　

成
長
に
依
存
し
、
自
分
自
身

で
働
い
て
お
金
を
貯
め
て
、
な

ん
と
か
食
べ
て
い
く
社
会
。
そ

し
て
お
年
寄
り
と
現
役
世
代
が

負
担
と
給
付
を
め
ぐ
っ
て
い
が

み
合
う
よ
う
な
社
会
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そ
ん
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自
己
責
任
の
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で
は
な
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て
、
お
互
い
の
利
益
に
な
る
こ

と
を
考
え
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
だ
。

　

よ
く
共
生
と
い
う
言
葉
を
使

う
が
、
片
方
が
受
益
者
で
、
片

方
が
負
担
者
に
な
る
関
係
は
共

生
で
は
な
く
寄
生
だ
。
そ
う
で

は
な
く
相
利
共
生
、
お
互
い
に

利
益
が
あ
る
中
で
人
間
が
共
に

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
。
そ
し
て
同
時
に
私
た
ち

が
目
的
だ
と
思
っ
て
い
た
財
政

再
建
で
あ
れ
、
経
済
成
長
で
あ

れ
、
格
差
是
正
で
あ
れ
、
そ
れ

ら
を
目
的
で
は
な
く
、
予
想
せ

ぬ
結
果
と
し
て
次
々
に
生
み
出

し
て
い
く
よ
う
な
創
発
型
の
社

会
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。
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平等な再分配による所得の変化
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図６　低所得層への給付は再分配批判を強める

出所：Brady,D.&Bostic,A.(2015), “Paradoxes of Social Policy Welfare
Transfers,Relative Poverty,and Redistribution Preferences,”
American Sociological Review,80(2),268-298 に従い、Luxembourg 
Income Study Database(LIS) と ISSP(2006),Role of GovernmentⅣ
より作成 .

0.20－0.2－0.4－0.6
給付の集中度係数

再
分
配
政
策
へ
の
支
持

90

80

70

60

50
0

（％）

日本

韓国

スイス

オーストラリア

スロベニア

ノルウェー

チェコ

ポーランド
スペイン

アメリカ

イギリス

アイルランド

カナダ

ドイツ

ロシア
イスラエル

オランダ

フィンランド

スウェーデン

ハンガリー

デンマーク

フランス

台湾

南アフリカウルグアイ

相
対
的
貧
困
率
（
全
人
口
）

給付の普遍度（給付の均一さ）

井出・古市・宮崎『分断社会を終わらせる』筑摩書房より

25

20

15

10

5

00 0.5 1.0 1.5

図５　弱者への「善意」は格差の原因
かもしれない　　　　　

図７　低所得層が負担し富裕層に配分しても
格差は縮小　　　　　　　

る
」
と
い
う

答
え
が
増
え

る
。
つ
ま
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「
貧
し
い
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、
困
っ
て

い
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人
を
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け
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や
ろ

う
」
と
い
う

と
、
北
欧
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。
し
か

し
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失
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分
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な
る
可
能
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あ
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た
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割
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だ
か
ら
、
教

育
、
医
療
、
住

宅
、
幼
児
教
育
・

保
育
、
介
護
を
皆

に
給
付
す
れ
ば
い

い
。
お
金
持
ち
に

も
給
付
し
よ
う
と

い
う
の
が
私
の
提
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摂食嚥下障害の評価と
訓練の実際㊦

図３　咳テスト

図５　舌が萎縮した症例に対して適用した
　　　舌接触補助床

図７　開口訓練

図８　開口力測定器

図６　軟口蓋挙上不全例に対して適用した
　　　軟口蓋挙上装置

図４　嚥下内視鏡検査

図９　胃瘻交換時のスクリーニング
テストの結果　　　　

図10　施設もしくは在宅療養中の胃痩
患者に対するVEの結果　

　1.0重量％のクエン酸生理食塩水
を超音波ネブライザより経口的に吸
入させて、30秒以内に１回でも咳が
出たら陰性と判定する。

　内視鏡を挿入して通常の食物を摂取させ嚥下の状態を評価する。中央の写真の
ようにワイヤレスカメラを用いた製品もある。また、訓練指導は関連多職種の同
席のもと行うのが望ましい。

　球麻痺により舌萎縮を呈した患者。点線が
口蓋、実線が舌を示す。②の嚥下時に舌が口
蓋に接していない。このように舌と口蓋が接
触しないと、口腔から咽頭への送り込みも困
難となるため、図のような舌接触補助床を作
成して対応した。

　最大開口10秒間を10秒間の休憩を入れて
５回行わせる。これを１セットとして１日
２セット行わせることで嚥下機能の改善が
認められた。

　開口力測定器を装着した様子を示す。装
置を頭部およびオトガイ部に固定した状態
で最大開口を行わせて開口力を測定する。

MWSTでは12%、FTでは16%の患者に
誤嚥がないと判定された。
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ワイヤレス内視鏡

①嚥下直前

舌接触補助
床調整前　

舌接触補助床
調整後
白い部分が厚
みを持たせた
ところ。

②嚥下時

嚥下内視鏡検査場面

不顕性誤嚥のスクリーニングテスト

訓練指導場面

（前号からのつづき）

２．摂食・嚥下機能の評価
②不顕性誤嚥のスクリーニングテスト
　刺激物をネブライザより噴霧して経口
的に吸入させ、咳反射を誘発させる方法
をテストに利用したものである（図
３）。このテストは誤嚥の有無ではなく
不顕性誤嚥の存在を評価していることに
注意して使用する。不顕性誤嚥検出の感
度および特異度は高く12）、脳血管障害、
頭頸部腫瘍、神経筋疾患、呼吸器疾患な
ど嚥下障害の主たる疾患別にテストを用
いた場合にも有用13）、30秒以内に１回咳
が出た場合を咳反射が誘発されたとする
簡易な判定方法でも感度および特異度は
低下しない14）、さまざまな濃度を用いた
場合にも1.0%濃度のクエン酸溶液が有
用15）、メッシュ式の小型ネブライザ（図
３）を用いても不顕性誤嚥検出に有用な
テストが可能16）であることなどが報告
されている。
③嚥下内視鏡検査（VE：Videoscopic 
evaluation of swallowing）
　VEは経鼻的に内視鏡を挿入して咽頭
部を観察したまま食物を摂取させる検査
方法である。誤嚥や不顕性誤嚥の有無、
嚥下後の咽頭残留の状態や位置を確認
し、さらにはそれらのような異常所見を
減らす方法や、適応となる訓練方法を考
えるためのもので、ベッドサイドに持ち
込んで検査を行うことも可能である（図
４左）。
　近年では訪問診療の必要性の高さか
ら、小型化、携帯化についてのさまざま
な改良がなされ、エアスコープ（株式会
社リブド）を用いて、ワイヤレスでiPad
（アップル社製）を用いたVEも可能と
なった（図４中央）。画質はやや落ちる
ものの、セッティングの簡便さや得られ
た動画の管理のしやすさなどの利便性は
著しく高い。また、在宅や施設などで検
査を行う場合には関連職種の同席のもと
で行うことで、得られた検査結果から適
応と判断される訓練などをその場で指導
するのが望ましい（図４右）。要介護
者、高齢者に対する医療を考える場合に
不可欠なキーワードである他職種、多職
種連携の肝は、相手が必要な専門的な情
報を分かりやすく共有できる“場”を提
供することにあるだろう。

３．開口に関する研究
　われわれは“噛む”ことだけではなく
“口を開けること”に着目した。嚥下時
には舌骨上筋の働きにより喉頭が挙上す
るが、同筋は開口筋でもある。実際の嚥
下障害患者に対して最大開口位まで開口
させた状態で10秒間保持するのを１回と
して、５回１セットで１日２セットの開
口訓練を毎日行わせたところ、１カ月後
に舌骨上方移動量、食塊の咽頭通過時間
および食道入口部開大量に有意な改善が
認められた17）。訓練メニューが簡便であ
るために、専門職種以外でも行いやすい
訓練である。ただし、顎関節症の患者

や、習慣性に顎関節が脱臼して
いる患者には適用を控えた方が
よい。
　さらに開口力測定器を作成し
健常者の開口力を測定した。そ
の結果、男性の開口力は約10
㎏、女性は約６㎏であり、男性
の筋力が有意に高いが年齢と開
口力との相関は認められないこ
と、健常であれば60歳代までは
開口力が低下しないことが分か
った18）。引き続き関連する研究
を行っているため今後報告した
い。

４． 胃瘻に関する調査結果
　最後に、平成23年度から行わ
れている胃痩に関する調査の結
果をいくつか報告したい７）。
　胃瘻をもって生活している患者をリハ
ビリテーションの場面に乗せるための機
会が必要であるために、必ず必要となる
胃瘻交換の場面において前号記のMWST
とFTによるスクリーニングテストを行
った結果を示す（図９）。その結果、少
なくとも１割から２割の患者に誤嚥が認
められない、つまり経口摂取復帰への可
能性があることが分かった。
　次いで在宅や施設に入居している胃痩
患者に対して、実際にVEを行った結果
を 示 す（ 図10）。PAS（Penetration 
Aspiration Scale）は誤嚥のスケールで、
１が誤嚥なし、６から８が誤嚥ありを示
すものである19）。良かったものとの記載
は、検査中に最も良好であった嚥下の状
態を示したという意味である。その結
果、約８割の患者に対して誤嚥せずに飲
み込む方法を探すことが可能であり、同
様に嚥下後の咽頭残留も６割の患者が避
けることができた。

５．まとめ
　摂食・嚥下障害への対応に必要な評
価、訓練、および胃瘻に関する現状など
について紹介した。今後数十年間、日本
の超高齢社会は引き続く。可能性のある
患者をリハビリテーションの場面にのせ
て、訪問診療の場面でも専門性の高い対
応が行えるようにすることが重要であ
る。 （８月７日講演）
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　約８割の患者に対して誤嚥なく飲み込む
方法を探すことが可能であり、嚥下後の喉頭
蓋谷および梨状窩の残留も約６割の患者が
避けることができた。
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